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平
成
三
十
年
度
北
信
州
森
林
祭
が
六
月
九
日
に
、
野
沢
温
泉
村
の

野
沢
温
泉
ス
パ
リ
ー
ナ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
北
信
州
林
業
賞
及
び
林
業
関
係
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
地
縁
団
体
野
沢
組
が
、
北
信
州
林
業
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

野
沢
組
で
は
、
毎
年
、
森
林
の
境
界
確
認
を
実
施
し
、
森
林
の
適

正
な
管
理
及
び
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
道
祖
神
祭
り
に
地
域
の

木
材
を
提
供
し
、
木
材
の
文
化
的
利
活
用
の
促
進
及
び
森
林
整
備
の

推
進
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
森
林
祭
は
、
開
会
式
典
が
野
沢
温
泉
ス
パ

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
後
か
ら
緑
の
少
年
団
の
交
流
集
会
も
あ

り
、
多
く
の
少
年
団
を
含
め
た
四
百
人
が
参
加
す
る
式

典
と
な
り
ま
し
た
。
一
昨
年
以
来
の
登
場
と
な
っ
た
ウ
エ

ル
ン
ジ
ャ
ー
が
作
業
上
の
注
意
を
熱
演
し
た
り
、
野
沢
温

泉
小
学
校
み
ど
り
の
少
年
団
に
よ
る
活
動
発
表
な
ど
あ

り
、
た
い
へ
ん
に
ぎ
や
か

な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

に
移
動
し
て
、
植
樹
や

木
質
チ
ッ
プ
敷
き
、
平
成

二
十
四
年
の
県
植
樹
祭
で

植
え
た
ス
ギ
の
下
刈
り
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

植
樹
作
業
終
了
後
、
ス
パ
リ
ー
ナ
に
戻
っ
て
昼
食
と

な
り
ま
し
た
。
お
茶
と

汁
物
が
振
る
舞
わ
れ
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
野
沢
温
泉
道

祖
神
太
鼓
の
披
露
が
あ

り
、
多
く
の
方
が
昼
食
を

楽
し
み
ま
し
た
。

当
組
合
で
は
森
林
祭
で

恒
例
の
売
店
を
設
置
し
、

昼
食
用
に
お
や
き
や
笹

寿
司
を
販
売
し
ま
し
た
。

毎
回
た
い
へ
ん
好
評
で
、

今
回
も
用
意
し
た
食
品

全
て
売
り
切
れ
と
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
来
年
は
中
野
市

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

北
信
州
森
林
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◇ 

地
縁
団
体
野
沢
組
が
北
信
州
林
業
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
◇

野沢温泉スパリーナでの開会式典

植樹作業状況

竹節北信林業振興会長から表彰状と記念品が
地縁団体野沢組に授与されました。
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赤坂林産事業所に自家用給油施設が
・・・・・・　林産事業の高効率化に向けた取り組み　・・・・・・

繊
維
ロ
ー
プ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
た
な
素
材
を
導
入
し
て
効
率
と
安
全
の
向
上
に
取
組
ん
で
い
ま
す

林
産
事
業
で
使
う
自
家
用
給
油
所
が
完
成
し
ま
し
た
。
軽
油
専
用
で

二
万
リ
ッ
ト
ル
の
地
下
タ
ン
ク
が
埋
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
林
産
事
業
で
は

機
械
化
が
進
み
、
毎
月
一
万
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
軽
油
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

農
林
業
用
の
免
税
軽
油
を
使
う
こ
と
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
ド
ラ
ム
缶

な
ど
の
移
動
で
き
る
容
器
へ
の
給
油
は
対
象
外
で
あ
り
、
現
場
に
専
用
の

貯
油
施
設
を
設
け
る
こ
と
も
困
難
な
た
め
、
こ
れ
ま
で
専
用
の
ポ
リ
容
器

で
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
購
入
し
運
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
五

班
が
一
度
に
給
油
す
る
時
間
の
ロ
ス
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
し
、
他
の

お
客
さ
ん
の
迷
惑
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
こ
で
ポ
リ
容
器

に
給
油
し
て
現
場
に
運
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
冬
季
に
は
山
ノ
内
町
道
の
除
雪
車
の
給
油
や
、
小
型
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
を
導
入
し
て
木
島
平
や
野
沢
温
泉
の
除
雪
車
へ
の
給
油
な
ど
も
検
討

し
て
い
ま
す
。

東
京
製
綱
繊
維
ロ
ー
プ
株
式
会
社
か
ら
講
師
を
招
い
て
繊
維
ロ
ー
プ
の
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。
一
月
に
、
さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
た
林
業
安
全
宣
言
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
研
修

会
で
、
そ
の
利
便
性
の
説
明
を
受
け
、
林
産
現
場
な
ど
で
の
導
入
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。 

特
に
昨
年
の
労
災
事
故
で
台
付
ワ
イ
ヤ
ー
が
切
れ
て
事
故
が
発
生
す
る
な
ど
、
ワ
イ

ヤ
ー
の
管
理
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
の
五
月
か
ら
試
験
的
に
林
産
事
業
二
班
で
使
っ

て
き
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
現
場
の
評
判
が
良
く
、
今
回
、
当
組
合
の
林
産
班
だ
け
で
は
な
く
、
栄
村
森

林
組
合
、
長
野
森
林
組
合
に
も
呼
び
か
け
て
開
催
し
ま
し
た
。 

軽
量
で
作
業
も
は
か
ど

り
、
ア
イ
ス
プ
ラ
イ
ス
も
器
具
を
使
っ
て
ロ
ー
プ
の
中
心
に
差
し
込
む
だ
け
で
、
熟
練
者

で
な
く
て
も
で
き
る
な
ど
、
鋼
製
ワ
イ
ヤ
ー
よ
り
も
扱
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
強
度
も
鋼
製
ワ
イ
ヤ
ー
よ
り
も
強
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
本
格
導
入
を
進
め
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

課
題
は
価
格
が
高
い
こ
と
か
ら
、
作
業
効
率
等
と
換
算
し
て
導
入
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

山ノ内町の赤坂林産事業所に完成した自家用給油施設

組合会議室で行われた繊維ロープ研修会
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平成30年度安全大会を開催しました。
………　６月29日にアップルシティなかので開催　………

当
組
合
で
は
、
こ
れ
ま
で
事
業
計
画
に
安
全
衛
生
方
針
を
盛
込
む
な
ど
、
組
合
の

方
針
と
し
て
労
働
安
全
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
労
働
災
害
の
減
少

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
昨
年
は
、
休
業
４
日
以
上
の
災
害
が
二
件
発
生
す
る
な
ど
し
、

今
年
度
は
長
野
労
働
局
長
か
ら「
安
全
管
理
特
別
指
導
事
業
場
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
当
組
合
で
は
中
野
労
働
基
準
監
督
署
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

適
正
な
労
働
安
全
衛
生
管
理
の
下
で
、
安
全
衛
生
方
針
・
目
標
に
従
い
、
次
年
度
で

の
指
定
解
除
を
目
指
し
て
、
労
働
安
全
衛
生
活
動
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
事
故
の
内
容
を
見
れ
ば
、
多
く
が
基
本
的
な
ミ
ス
が
原
因
で
あ
り
、
個
々

の
労
働
安
全
意
識
の
向
上
が
な
け
れ
ば
、
労
働
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
こ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
、
役
職
員
及
び
協
力
事
業
体
が
一
丸
と
な
り
、
労
働

災
害
防
止
に
取
り
組
み
、
役
職
員
お
よ
び
協
力
事
業
体
職
員
が
安
全
で
健
康
に
生
活

で
き
る
よ
う
、
労
働
安
全
衛
生

へ
の
共
通
認
識
を
持
ち
、
労
働

災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
安
全

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
安
全
講
話
で
は
、
労

働
安
全
の
初
心
に
立
ち
返
っ
て

労
働
安
全
の
専
門
家
で
あ
る
、

塚
原
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
事
務
所
代
表
の
塚
原
昭
雄
さ

ん
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

過
去
の
災
害
事
例
を
用
い
た
災

害
に
お
け
る
各
立
場
で
の
責
任

や
義
務
に
つ
い
て
の
説
明
に
、

参
加
者
全
員
が
真
剣
な
面
持
ち

で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

普
段
の
労
働
安
全
へ
の
取
り

組
み
の
積
み
重
ね
が
、
た
い
へ

ん
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。

安全推進優秀会社に栄村森林組合
･･･直営班からは畔上班が表彰される･･･

安
全
大
会
で
は
、
協
力
事
業
体
十
三
社
の
中
か
ら
、
昨
年

度
の
労
働
安
全
活
動
に
特
に
優
秀
な
会
社
と
し
て
、
造
林
事

業
や
利
用
事
業
で
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
、
栄
村
森
林
組
合

さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

直
営
班
に
つ
い
て
は
労
災
事
故
が
な
く
、
現
場
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

関
連
の
試
験
な
ど
も
行
っ
て
い
る
、
林
産
の
畔
上
班
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
中
野
労
働
基
準
監
督
署
指
導
の
下
で
、
役
職
員

へ
の
労
働
安
全
指
導
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
組
合
で
も
様
々
な

労
働
安
全
の
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
労
働
安
全
に

こ
れ
ま
で
以
上
に
取
り
組
み
、
全
て
の
事
故
を
ゼ
ロ
に
し
て
、

安
全
管
理
特
別
指
導
事
業
場
の
指
定
解
除
を
目
指
す
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
の
中
で
技
能
職
員
と
し
て
新
卒
採
用
し
た
、

松
本
班
の
豊
岡
君
と
太
田
班
の
辻
君
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、
同
会
場
で
出
席
し
た
役
職
員
と
協
力
事
業

体
の
皆
さ
ん
と
で
、
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
一

堂
に
会
す
の
は
年
に
一
回
の
こ
と
で
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
を
超
え
て
歓
談
し
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
、安
全
管
理
特
別
指
導
事
業
場
に
指
定

こ
れ
ま
で
以
上
の
労
働
安
全
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す

塚原キャリアコンサルタント事務所代表の塚原昭雄さんによる講演

表彰を受ける栄村森林組合さん

安全大会の様子
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七
月
二
十
六
日
の
衛
生
委
員
会
に
合
わ
せ
て
、
産
業
医
に
よ
る
衛
生
巡
視
を
実
施

し
ま
し
た
。
各
事
務
所
を
回
り
事
務
所
内
の
作
業
環
境
や
作
業
管
理
、
勤
務
体
制
、

労
働
衛
生
対
策
な
ど
確
認
し
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

産
業
医
さ
ん
か
ら
は
、
衛
生
巡
視
を
行
っ
た
結
果
、
良
好
な
職
場
環
境
で
あ
る
と

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
季
の
除
雪
事
業
で
は
、
深
夜
業
務
と
な
り
、

昼
夜
が
逆
転
す
る
こ
と
に
な
り
発
ガ
ン
率
も
高
く
な
る
の
で
、
健
診
項
目
に
つ
い
て
予

算
な
ど
考
慮
し
追
加
の
検
討
も
必
要
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

六
月
二
十
九
日
に
、
山
ノ
内
町
の
よ
ま
せ
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
を
お
借
り

し
て
、
技
能
職
員
全
員
を
対
象
に
し
た
救
急
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

岳
南
広
域
消
防
本
部
か
ら
講
師
を
招
い
て
行
い
ま
し
た
。

外
傷
処
置
、
骨
折
の
処
置
、
高
地
対
応
、
熱
中
症
対
策
と
対
応
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
救
急
救
命
の
方
法
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
、
心
肺
蘇
生
に
つ
い
て
重
点
的
に
講
習
を
受
け
、
参
加
者
全
員
が
実

技
に
取
組
み
ま
し
た
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
で
す
が
、
も
し
も
の
時
に
正
確
な
知
識
や
経
験
が
な
い
と
適

正
な
処
置
・
対
応
が
で
き
ず
、
よ
り
重
症
化
さ
せ
て
し
ま
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
事
が
、
有
事
の
際
に
は
役
立
つ
は
ず
で
す
。

長
野
労
働
局
の
安
全
管
理
特
別
指
導
事
業
場
指
定
に
と
も
な
う
中
野
労
働
基
準
監

督
署
の
調
査
で
、
安
全
衛
生
委
員
会
の
構
成
に
不
備
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
是
正
勧
告

を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
回
、
法
令
に
基
づ
い
て
安
全
衛
生
の
役

職
に
あ
る
者
と
、
労
働
組
合
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
者
で
、
新
た
に
委
員
会
を
構
成
し
、

安
全
委
員
会
と
衛
生
委
員
会
を
毎
月
一
回
開
催
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

安
全
衛
生
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新たな安全衛生委員会を設けました

産
業
医
に
よ
る
衛
生
巡
視
を
実
施

救
急
救
命
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

安全衛生委員会の構成
委 員 長 総括安全衛生管理者（組合長）
副 委 員 長 安全衛生管理者（有資格者）
安 全 委 員 安全管理者（有資格者）
安 全 委 員 安全衛生推進者（有資格者）
安 全 委 員 安全衛生推進者（有資格者）
安 全 委 員 労働組合推薦委員　５名
衛 生 委 員 産業医（有資格者）
衛 生 委 員 衛生管理者（有資格者）
衛 生 委 員 労働組合推薦委員　３名

産業医による事務所の衛生巡視

講習の様子

心肺蘇生の実技
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七
月
五
日
に
㈱
ト
ー
セ
ン
那
珂
川
工
場
を
視

察
し
ま
し
た
。
こ
の
工
場
は
、
那
珂
川
町
か
ら

廃
校
に
な
っ
た
中
学
校
の
校
舎
と
校
庭
を
借
り

て
、
製
材
と
乾
燥
加
工
の
工
場
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
電
所
で
は
、
製
材
で
出
る
端
材
や
オ
ガ
屑

だ
け
で
な
く
、
山
に
放
置
し
て
利
用
し
て
い
な

か
っ
た
間
伐
材
を
年
間
約
五
万
ト
ン
集
め
て
燃

や
し
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。
発
電
出
力
は
二
千
五
百
Ｋ
Ｗ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
三
百
Ｋ
Ｗ
を
工
場
で
使
い
、
残
り
を

売
電
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
発
電
量
は
一
般
家

庭
約
五
千
戸
分
に
相
当
し
、
年
五
億
円
の
売
電

を
目
標
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
木
材
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
の
ボ
イ

ラ
ー
の
余
熱
を
利
用
し
て
、
ハ
ウ
ス
で
コ
ー

ヒ
ー
を
栽
培
し
た
り
、
旧
校
舎
内
で
ウ
ナ
ギ
養

殖
も
し
て
い
ま
す
。

山
林
に
近
い
工
場
で
木
材
を
一
次
加
工
し
た

後
、
拠
点
工
場
に
集
め
て
乾
燥
・
加
工
・
保
管

す
る
独
自
の
木
材
供
給
シ
ス
テ
ム
『
母
船
式
木

流
シ
ス
テ
ム
』
で
、
質
の
高
い
木
材
の
供
給
と

輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ

れ
に
加
え
て
各
地
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

を
稼
働
す
れ
ば
、
国
産
材
メ
ー
カ
ー
と
し
て
輸

入
材
に
も
十
分
対
抗
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
進
め
ば
、
森
林

所
有
者
が
伐
採
、
植
林
に
取
り
組
み
、
過
疎
地

に
新
た
な
雇
用
と
産
業
を
生
み
、
国
土
の
再
生

だ
け
で
な
く
地
方
の
活
性
化
、
自
立
に
も
つ
な

が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

当
組
合
と
し
て
も
、
今
後
の
木
材
販
売
先
の

一
つ
と
し
て
注
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

役
員
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

･･････

　
栃
木
県
の
ト
ー
セ
ン
那
珂
川
工
場
を
視
察
　･･････

木質バイオマス発電施設

余熱利用によるコーヒー豆栽培施設

余熱利用によるウナギ養殖施設
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地
域
山
林
の
紹
介
⑪

永
田
財
産
区
（
中
野
市
）

一　

沿
革

永
田
財
産
区
は
、
豊
田
村
以
前
の
旧
永
田
村
当
時
に

採
草
地
不
足
の
解
消
の
た
め
、
飯
山
藩
よ
り
貸
与
さ
れ

て
い
た
が
、
後
に
払
い
下
げ
を
受
け
て
永
田
村
有
林
と

な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
の
豊
井
村
と
永
田
村
の
合
併
に
際
し

て
、
両
村
で
の
財
政
状
況
か
ら
合
併
促
進
協
議
会
で
の

論
議
の
結
果
、
豊
田
村
へ
と
合
併
後
も
永
田
地
区
民
の

財
産
と
し
て
残
す
こ
と
と
な
り
、
永
田
財
産
区
管
理
会

が
設
置
さ
れ
、
永
田
財
産
区
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

権
利
部
落
は
、
涌
井
区
、
梨
久
保
区
、
親
川
区
、
北

永
江
区
、
南
永
江
区
、
毛
野
川
区
、
穴
田
区
、
三
俣
区
、

赤
坂
区
、
豊
田
深
沢
区
で
す
。
財
産
管
理
者
を
中
野
市

長
と
し
て
、
永
田
財
産
管
理
会
を
設
置
し
て
地
元
の
意

見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
永
田
財
産
区
特
別
会
計
に
よ

り
運
営
し
て
い
ま
す
。

二　

位
置

斑
尾
山
西
面
と
南
面
の
一
部
林
野
、
北
永
江
区
の
字

鳥
屋
峰
、
大
平
の
一
部
林
野
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

中
野
市
大
字
永
江
字
斑
山
八
一
五
六-

三
外
二
十
八
筆

三　

財
産
管
理
会

構
成　

涌
井
区
、
梨
久
保
区
一
名
、
親
川
区
一
名
、

北
永
江
区
一
名
、
南
永
江
区
一
名
、
毛
野
川
区
一
名
、

穴
田
区
一
名
、
三
俣
区
、
赤
坂
区
、
豊
田
深
沢
区
一
名

の
計
七
名

字
斑
山
の
財
産
区
林
は
、

保
健
保
安
林
の
指
定
も
受
け

て
い
て
、
林
内
を
め
ぐ
る
遊

歩
道
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
路
沿
い
に
は
ア
ジ
サ
イ

な
ど
が
見
ら
れ
、
季
節
ご
と

に
様
々
な
山
野
草
が
楽
し
め

ま
す
。

近
く
に
は
、
斑
尾
の
湯
や

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
あ
り
、

家
族
で
楽
し
め
ま
す
の
で
、

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

森
林
組
合
で
は
平
成

二
十
一
年
に
斑
山
地
区
で

四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
搬
出
間

伐
を
行
っ
て
い
ま
す
。

林
内
に
千
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
作
業
路
を
開
設
し
、
カ
ラ

マ
ツ
を
主
体
に
定
性
搬
出
間

伐
に
よ
り
、
千
六
百
立
米
の

木
材
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

平
坦
な
地
形
で
あ
り
、
林

内
に
幾
筋
か
の
作
業
道
が

入
っ
て
い
る
な
ど
、
施
業
の

し
や
す
い
林
分
で
し
た
の

で
、
曲
が
り
の
多
い
林
分
で

し
た
が
、
欠
点
木
を
中
心
に

間
伐
す
る
定
性
間
伐
で
も
、

収
益
が
出
ま
し
た
。

次
の
間
伐
で
は
、
残
存

木
の
曲
り
も
少
な
く
な
り
、

も
っ
と
良
い
結
果
が
で
る
の

で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

財産内容積
山林（保安林含む）	 784,580㎡
原野	 60,042㎡
溜池	 1,183㎡
合計	 845,805㎡

財産の現況
森林研究・整備機構　分収造林　
21.13ha　（大字永江字斑山 8157 －１）
昭和 37 年に契約（面積 30.83ha 期間 50 年）
契約変更　
　昭和 44 年　面積変更
	 30.83ha　→　21.13ha
	 （スギ 8.34ha　カラマツ 12.79ha）
　平成 14 年　期間変更
	 50 年　→　70 年
	 （契約満期　平成 43 年）

分収造林

字斑山にある永田財産区位置図（黄色線で囲まれた箇所）

斑尾の湯

大池

平成 21 年間伐の状況

遊歩道
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編集後記
今年の梅雨はあったのか、暑い日が続き生活する

にはとても大変な年だったと思います。ただ、雨が
降らなかったため、林産事業は順調に進みました。
これから秋の長雨や、大雪などが心配です。自然に
は敵いません。備えあれば憂いなしともいいます。
お気をつけください。

細
木
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
岳
北
地
区
を
中
心
に
注
文
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
冬
囲
い
用
な
ど
の
利
用
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

こ
の
細
木
は
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
を
通
じ
て
、
三
重
県
な

ど
か
ら
仕
入
れ
を
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
最
近
は
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
が
多
く
で
き
、
燃
料
と
し
て
ス
ギ
材
の
需
要
が
増
大
し
て

い
る
た
め
、
細
木
加
工
用
丸
太
の
生
産
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
今
年
は
、
細
木
が
品
薄
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご

注
文
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
た
い
へ
ん
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

品
切
れ
の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
三
十
年
度
の
販
売
価
格
は
、
次
の
単
価
表
の
と
お
り

で
す
。 細

木
の
注
文
承
り
ま
す
。

品
薄
の
た
め
早
目
の
注
文
を
お
願
い
し
ま
す
。

国道の道路環境美化

長
野
県
と
協
定
を
締
結
し
て
、

国
道
の
道
路
環
境
美
化
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
夏
の
花
へ
の

植
え
替
え
を
、
六
月
十
三
日
に
行

い
ま
し
た
。

建
設
事
務
所
か
ら
花
苗
と
肥
料

な
ど
を
提
供
い
た
だ
き
、
当
組
合

が
協
定
個
所
で
の
植
え
替
え
、
草

取
り
、水
く
れ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

今
後
、
十
月
下
旬
に
春
の
花
へ

の
植
え
替
え
を
行
う
予
定
で
す
。

道
路
を
通
る
皆
さ
ん
が
、
花
を
楽

し
め
る
よ
う
に
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

林産班に配属になり３年目の小山大和君が、
８月12日にめでたく結婚をされました。
披露宴には同僚や上司など多くが招待され、
小山君の結婚を祝福しました。ケーキカットで
はヘルメットを被ったり、チェーンソーを使う
など、林産班で活躍する小山君らしい演出でし
た。なお、奥さんは高校の同級生とのことです。

林産班の小山君が結婚！！林産班の小山君が結婚！！

今年、入荷し始めた細木です。

H30 細木販売　１本あたりの単価表

単位
販売価格 配達料

（本 / 円）
配達料込価格

員内 員外 員内 員外
２m 730 803

50
780 853

３ｍ 1,200 1,320 1,250 1,370
４m 1,680 1,848 1,730 1,898
５m 2,450 2,695

100

2,550 2,795
６m 3,230 3,553 3,330 3,653
７m 3,630 3,993 3,730 4,093
８m 4,130 4,543 4,230 4,643

※表中の価格に別途消費税が掛かります。

今年も夏場はニチニチソウでした。


